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平成24年度に国土交通省により，CIM（Construction Information Modeling/Management）が提唱された．

現状として，モデリングだけがCIMの目的と捉われているが，本研究室では，CIMとはマネジメントであ

ると考えている．また，ダム建設事業の周辺整備におけるマネジメントでは，個別の構造物や周辺環境を

一体的に捉え，様々な関係者とともに合意形成を図る必要がある．モデル空間は，その有力な道具となり

うると考えている． 

そこで，本稿では，まず3つの事例を通して，ダム建設事業の周辺整備における検討の過程とモデル空

間活用の関連をまとめる．そして，利点や問題点を考察し，モデル空間活用の可能性を検討する． 
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1. はじめに 

 

 平成24年度に国土交通省によりCIM（Construction In-

formation Modeling/Management）が提唱された1)．CIMの概 

念を踏まえ本研究室では，CIMとは「モデル空間を基盤

としたICT（情報通信技術）活用による建設事業のマネ

ジメント」であると考えている2)．また，モデル空間と

は「世界測地系で定義された位置にデジタルデータの地

形および構造物を配置した空間」と定義しておく．  

CIMの提唱に追随して，様々な土木事業でCIMが導入

されてきた．ダム建設事業もその1つである．ダム建設

事業の周辺整備では，諸施設は異なる設計者により個別

に設計される．一方，利用者は個々の施設を見るわけで

はなく，背景である地形の前面に展開される構造物群を

全体として認識する．そのため，歩行者動線あるいは道

路上の車窓からの連続して変化する景観を考慮して議論

されなければならない．したがって，構造物自体の個別

のデザインと，動線上での景観デザインとをトータルに

扱えるモデル空間は，ダムのデザイン・マネジメントの

有力な道具となりうると考えている． 

本論文では，3つの事例を通して，検討の過程とモデ

ル空間活用の関連をまとめ，利点や問題点を考察する． 

 

2. ダム建設事業の周辺整備検討 

 

本章ではまずダムの周辺整備における特徴を整理する． 

図-1に示すように，ダム建設事業における周辺整備で

は，利用者の動線上から認識される全てのものを一体的

に捉えて検討を進める必要がある．したがって，ダム堤

体のみならず，周辺に建設される諸施設や改変される地

形等も検討の対象となる．それに伴って，関係者も多様

に存在する．定期的に入れ替わっていく発注者や個別の

施設を担当する設計者と施工者，地域住民，学識者と多

岐にわたる． 

すなわち，ダム建設事業の周辺整備における課題は，

担当者も検討の進捗度合いも異なる対象物の一体的な整

備を進めるために，様々な関係者といかにして合意形成

をなすかにある．  

 

図-1 ダム建設事業における周辺整備の検討対象 
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3. 大分川ダム建設事業における活用事例 

 

 本章では，ダム建設事業の周辺整備にモデル空間を活

用した事例として，大分川ダム建設事業を取り上げ，

CIMを学ぶⅡ2)をもとに詳述する． 

 

(1) 事業概要 

a) 事業目的 

 大分川ダム建設事業は，図-2 に示すように，大分県

大分市下原地先に位置する七瀬川を対象に，洪水調整や

流水の正常な機能の維持，水道用水の供給のために建設

される大分川ダムの整備を目的としている．平成 25 年

に本体関連の工事に着手し，現在は周辺の関連施設群の

詳細設計を進めているが，全体としては施工段階である． 

b) CIM活用の目的 

本事業では，各施設の概略設計が終了した段階で景観

検討委員会が立ち上げられた．既存の周辺景観資源や恵

まれた周辺動線を考慮して，新たに創出されるフィルダ

ムや広大な湖面等の景観資源を活かした設計が求められ，

景観検討がおこなわれている．施工と同時並行で進めら

れるため，工費や工期，施工性等様々な制約条件がある

中で，様々な関係者と合意形成を図る必要があった．そ

のため，マネジメントのツールとしてモデル空間が活用

されている． 

 

(2) モデル空間活用の事例 

a) 監査廊出口(ダム右岸天端) 

 監査廊出口はダム堤体の右岸側に建設される階段の出

入口である．監査廊出口の詳細設計とあわせて，コンサ

ルタントより，ダム湖と堤体自体を同時に見ることので

きる視点場になる，という提案があり，モデル空間内で

眺望の確認がおこなわれた．この段階では，整備後の地

形をモデル空間に反映していなかったが，図-3に示すよ

うに，おおよその場所でもその眺望が理解できる．加え

て，近年多くの参加者が集うダムツアーにおいても，活

用が見込まれる場所であることから，単なる階段出口で

はない付加価値を設ける必要があると判断された．その

後，さらに眺望場として適切な高さや動線等をモデル空

間で確認し，その結果をもとに詳細設計が進められた． 

b) 管理庁舎 

 大分川ダムは大分市内からつながる国道442号線沿い

に建設されており，管理庁舎はその国道の上り坂の脇に

建設される計画であった．そのため，大分市街地から訪

れた場合には，ダムサイトの起点となり大分川ダムの顔

ともなる施設であることが予想された． 

そこで，国道を通る車に乗った利用者目線を想定して

アニメーションを作成し確認をおこなった．その一部が

図-4である．その結果，図-4 a)に示す当初の計画では国

道と近接した配置で，道路への圧迫感や対岸の山並みへ

の阻害といった点が懸念された．そのため，コンサルタ

ントとの協議により，図-4 b)に示すようなボリューム感

を抑える配置と形状となった． 

初期案の段階では施設自体の詳細設計が定まっていな

かったため，図-4 a)に示すように，構造物モデルは直方

体で概略的な大きさを表現したのみである．また，地形

モデルも周辺の地形のみ編集を加えて概略的に再現した．

このように，概略的な表現でも配置検討やデザイン方針

の検討に十分活用できることがわかる． 

c) 原石山 

 大分川ダムでは，原石山がダム堤体や周辺の展望所か

らよく見える位置に計画されていた．原石山は最も大き

な地形改変がおこなわれる場所で法面も大きい．また，

元々は様々な生物も生息する自然環境を有している場所

である．これらの要因から，緑化復元について，使用す

る樹種や植栽配置等を検討する必要があった． 

 そこで，まずモデル空間内で掘削後の地形を再現した．

 

図-2 大分川ダムの完成予想イメージ 

(引用：国土交通省大分川ダム工事事務所 HP 

<http://www.qsr.mlit.go.jp/oitagawa/damshogen.html> 

(入手 2016.10.10)) 

 

図-3 監査廊建設予定地からの眺望 

 

図-4 管理庁舎の検討過程 
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主要な眺望場となりうる場所から確認することで，図-5

のように原石山の法面の大きさと緑化復元の重要性が視

覚的に理解できる．まず関係者間でこの意思を共有でき

たことも，検討を進める上で有効であったと言える． 

その後，植栽配置について，ワーキング前にモデル空

間内でいくつかのパターンを示し，ワーキングにて樹木

の専門家とともに検討をおこなった．その結果，樹木の

専門家から提案のあった「母樹」という考えで樹木の塊

を作り，そこから将来的に自然な種子の入れ込みを促す

やり方を採用した．図-6に示す近景と遠景から確認する

と，図-7 a)のように小段毎に列植してしまうと景観的に

も不自然であるので，ランダムな「母樹」の提案（図-7 

b)）をおこない合意を得た． 

 

(3) モデル空間活用形成の留意点 

 前節の事例を通して，モデル空間がマネジメントのツ

ールとして有効的に活用されていることがわかる．しか

し，モデル空間を活用するには，まずモデル空間を形成

する必要がある．そこで本節では，効率的かつ適切なモ

デル空間を形成するための留意点をまとめる． 

a) ソフトウエアの理解 

 モデル空間作成においては，まずその作成方法に留意

する必要がある．ダム建設事業のように広範囲かつ地形

の改変もある場合には，それだけ扱うデータの数も多く，

容量も大きくなる．特に，地形はその編集のやり方次第

でモデルの操作性に大きく影響する．また，検討内容に

よっては，図面による検討でも十分な場合もある．扱う

ソフトウエアを理解し，そもそもモデル空間による検討

が有効かどうかやその編集の方法を検討する必要がある． 

 

b) データ形式の理解 

 本事業では，モデル空間を形成するオペレータがモデ

ル空間内の1つ1つのモデルを作成したわけではない．個

別のモデルは，各施設を担当するコンサルタントが提供

し，モデル空間内に反映した．そのため，作業効率を図

ることが可能となったが，モデル引き渡しの場合にはそ

のデータ形式が重要となる．マテリアルの反映等，デー

タ形式に留意しなければ再度反映し直さなければならな

い等，二度手間になってしまうこともある． 

c) 話の理解 

 表-1は，検討の進捗度とモデルの詳細度に着目して，

本事業の事例をまとめたものである．この結果から，検

討の進捗度とモデルの詳細度に関連はないことがわかる．

モデルは正確であることが重要なのではなく，検討内容

に合わせて適切なモデルを活用することが重要である．

したがって，オペレータはモデルに求められている検討

内容を把握する必要がある．そうすることで，作業効率

の面からも，概略の大きさで十分なのか，構造物の細部

までこだわるべきか，を判断することができる． 

モデル空間を形成するオペレータは，効率的に作業を

おこなうだけでなく，検討内容を把握することで，検討

内容に適したモデル空間を構築する必要がある． 

 

 

4. 考察 

 

前章では，3つの事例を通して，マネジメントのツー

ルとしてモデル空間を形成するための留意点をまとめた．

しかし，これはオペレータだけが留意すべきことではな

い．オペレータが効率的かつ適切なモデル空間を形成す

るために，設計意図やデータを繋ぐ存在が必要であると

考えている．川崎ら3)は，人と人を繋ぐ存在をマネージ

 

a) 全段列植          b) 列群植 

 

図-7 植栽の提案事例 

 
図-6 多視点からの確認 

表-1 検討内容の進捗度とモデルの詳細度 

 

 

図-5 原石山の地形改変 
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ャ，データとデータを繋ぐ存在をキュレータと定義して

いる．本事業と重ね合わせて，以下に考察する． 

 

(1) マネージャ 

 本事業において，マネージャの役割を担ったのは学識

者であった．検討対象物によってメンバーも変わりなが

ら様々な関係者が集い，検討を進めていく中で，事業全

体に関わる人物がいることは稀である．しかし，学識者

が検討に関わる設計意図を引き継ぎ，事業を通して関係

者と関わり続け，とりまとめ議論を深化させた．また，

本事業においてモデル空間を形式したオペレータは学生

である．学識者が学生に設計意図を継承したことで，効

率的かつ適切なモデル空間を形成することに繋がった． 

 

(2) キュレータ 

本事業において，キュレータの役割を担ったのは，景

観検討を統括するコンサルタントであった．個々の構造

物モデルを形成していたオペレータと，モデル空間を形

成していたオペレータの間を繋ぎ，効率的なモデル空間

形成に貢献した．このキュレータはモデル作成ができる

必要はないが，扱われるソフトウエアやデータ移行に必

要なデータ形式を理解しておく必要はある．また，デー

タのファイル名もあらかじめルール化を図ることで，効

率的なデータ移行が期待できると考えている． 

 

最後に，本事業における組織の概要図を図-8にまとめ

る．本事業では，マネージャとキュレータ，モデル空間

を作成するオペレータをあわせてCIMマネージャグルー

プと定義した．誰がどの役割を担うかはその組織の任意

であるが，このような存在が必要不可欠であると考えて

いる． 

 

 

 

 

5. おわりに 

 

 本稿では，大分川ダムの事例を通して，ダム建設事業

における周辺整備の検討にモデル空間を活用するための

留意点と組織づくりについて考察した．CIMマネージャ

グループのような存在を構築しておくことで，有効的な

モデル空間の活用に繋がると考えている． 
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APPLICATION OF MODEL SPACE FOR DEVELOPMENT AROUND THE DAM 

 

Minami NAKASHIMA, Yuichi KOBAYASHI, Ichiro KOBAYASHI 

and Yuji HOSHINO 

 
CIM (Construction Information Modeling/Management) was promoted by MLIT (Ministry of Land, 

Infrastructure and Transport and Tourism) in 2012. At the present, only modeling is mistakenly thought 

as the purpose of CIM. However, the authors consider that CIM is management. In addition, it is neces-

sary for the management in development around the dam construction project to be considered integrally 

including individual structures and surroundings. It is also important to reach consensus with concerned 

parties. The authors think that the model space is the most useful tool. Therefore, this paper states the re-

lationship between discussion process and application of the model space. Finally, the authors consider 

the feasibilities of the model space. 

 

図-8 役割の概要図 
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